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成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

合　　　　　　計 745,850

参加人数 170名 153

一部達成
開催後アンケート（満足度）

97,790
チラシ8,500枚×7.4円=62,900円（税抜き）
ポスター200枚×130円=26,000円（税抜き）

 

事

業

費

等

（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画額 備考

研修会 事例発表、講演会、交流会 395,060

講師等謝金301,700円、講師等旅費
9,469円、消耗品等56,432円、会場使用
料0円、椅子レンタル0円、リーフレット
等印刷代9,959円、郵送料0円、印刷物
コピー機使用代17,500円

オンライン参加にかかる調整 オンライン開催 253,000 オンライン対応業務委託253,000円

周知 チラシ及びポスター作成

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

リニア中央新幹線の開業を見据え、産学官だけでなく地域住民を巻き込んだキャリア教育の取組を進めるとともに、上伊那・下
伊那の情報共有・協働を促進することで、キャリア教育の一層の充実を図り、伊那谷全体で子供たちの「生きる力」を育む。

現 状 と
課 題

・伊那谷においては、今後、リニア中央新幹線の開業により、首都圏や中京圏とのアクセス性が大幅に向上し、地域の子どもた
ちの進学・就職における選択肢が大きく広がることが予想される。また、現在、テレワークや副業など新しい働き方が全国的に浸
透してきており、ライフスタイルの多様化が一層進むことが見込まれる。このように、しごとや暮らしを取り巻く環境が大きく変化し
ていく伊那谷において、「生きる力」を育むキャリア教育の重要性が増している。
・これまで、上伊那地域・下伊那地域のそれぞれの地域において、しごと体験や社会活動を通し、生きる力を学ぶキャリア教育
の取組が進められてきた。また、令和3年度から伊那谷全体のキャリア教育研修会が開催され、両地域の連携に向けた取組が
スタートし、参加者からは、好評を得ている。
・講演内容はもちろん、交流会を通して様々な方とグループワークや意見交換を行っていることから、他地域や異業種間の情報
共有・共同が一歩ずつ進んでいる。しかしながら、参加者の属性の割合が教育関係者や行政関係者が大きいことから、地域住
民や企業からの参加者数も高め、地域全体で取組を進めていく必要がある。
・このようなキャリア教育の推進に当たっては、地域で暮らし、働く大人たちが大きな役割を担うことから、これまでの取組の中心
であった産学官の関係者だけでなく、地域住民もその必要性を理解し、一丸となって取り組んでいくことが重要である。
【昨年度までの実績】
・令和3年度　第1回：参加者161名　満足度82％
・令和4年度　第2回：参加者144名  満足度88％

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

○タイトル：そもそも‟大人”、‟探究”できてる？～第3回伊那谷deキャリア教育研修会～
○日　時：令和5年12月10日（日）　　13時00分～16時40分
○会　場：豊丘村交流学習センターゆめあるて
○定　員：250名　（会場150人＋オンライン100人のハイブリッド開催）
○内　容：探究事例発表、トーク、講演会、交流会（グループワーク）
○講　師：市川　力　氏
※現在、学校現場では探究学習が進められているが、同時にリスキングや人生100年時代と言われている昨今、大人も学び続
けることの必要性が高まっている。このことから、今年度の研修会のテーマを「大人の探究」とし、地域の探究事例や、時代に先
駆けて探究型の学びを実践してきた市川力氏を講師に招き、参加者に学びを深めてもらう。
※地域住民、教職員、PTA、企業の方、市町村職員等、幅広い層に対して参加を呼び掛ける。（昨年度参加者数：144名）
※単なる講演会ではなく、地元の探究事例や講師の講演から、グループワーク形式で探究について意見交換をする研修会とし
て開催する。

事業期間 令和5年9月 令和5年12月

リニア活用・企画振興課

事 業 名  伊那谷deキャリア教育研修会事業
0265-35-0401

minamichi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分 整理番号 1 課題区分 令和6年5月31日

横断的な課題 高速交通網開通の効果を地域づくりに最大限に活かす基盤整備

地域重点政策 高速交通網開通の効果を地域づくりに最大限に活かす基盤整備 南信州地域振興局

Ｃ

実 施 機 関 南信州地域振興局・上伊那地域振興局 担
当
課
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【実績】
・チラシ8,500枚、ポスター200枚を作成し、上伊那地域・南信州地域の小学校・中学校・高校、市町村、公民館、産業界、スーパーや道の駅
等に配布や掲示をし、広く参加を呼び掛けた。
・参加人数は153名（会場129名、オンライン24名）と、昨年の144名を上回ったものの目標値は下回った。キャリア教育かみいな交流会が11
月22日に開催されたこともあり、上伊那地域からの参加が伸び悩んだことが一因と考えられる。
・アンケート満足度では、回答者全員が（とても満足）（やや満足）と回答し、目標値を上回った。事例発表から講師講演、交流会まで筋が
通った研修会にすることができ、参加者の学びに繋がった。
【成果】
・教員の参加者から、探究学習の進め方に悩んでいたが、今後の参考になったとの声が多く聞かれ、伊那谷の探究学習の質向上に繋がっ
た。
・新聞社やケーブルテレビでも研修会を取り上げられ、多くの住民に対して研修会の内容を周知することができた。

・引き続き伊那谷の関係者と協力可能な部分は協力を進めるとともに、お互いの良さを学び合い「生きる力」や「地域愛」を育
み、郷就につながるキャリア教育の充実を図っていく。


